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馬
山
。
否い
な

の
猪
名
野
、
だ
わ
。
猪
名
野
の

笹
原
に
風
吹
け
ば
そ
よ
そ
よ
、
そ
よ
そ
よ

と
や
さ
し
い
葉
ず
れ
。
そ
う
よ
、そ
う
よ
、

そ
う
な
の
よ
。
あ
た
し
が
ね
ぇ
、
あ
ん
た

を
忘
れ
る
と
思
う
の
？
（
略
）」

　

こ
の
歌
は
「
後
拾
遺
和
歌
集
」
に
収
録

さ
れ
て
い
る
が
、
猪
名
野
笹
原
を
詠
ん
だ

歌
は「
新
古
今
和
歌
集
」や「
金
槐
和
歌
集
」

な
ど
多
く
の
歌
集
に
見
ら
れ
る
。
猪
名
野

笹
原
は
平
安
時
代
か
ら
歌
枕
と
し
て
非
常

に
有
名
だ
っ
た
よ
う
だ
。
ま
た
、
摂
津
の

名
所
と
も
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
江
戸

時
代
中
期
に
発
行
さ
れ
た
地
誌
「
摂
津
名

所
図
会
」
で
も

大
き
く
紹
介
さ

れ
て
い
る
。

　

ま
さ
に
伊
丹

の
風
景
の
代
名

詞
だ
っ
た
猪
名

野
笹
原
は
、
北

は
現
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
辺
り
、
南
は
現
阪
急

神
戸
線
辺
り
、
そ
し
て
東
は
猪
名
川
、
西

は
武
庫
川
に
囲
ま
れ
た
「
伊
丹
台
地
」
一

面
に
広
が
っ
て
い
た
。
具
体
的
に
は
ど
ん

な
風
景
だ
っ
た
の
か
。

　

兵
庫
県
立
大
学
の
服
部
保
名
誉
教
授

（
植
物
生
態
学
）
に
よ
る
と
、
笹
原
＝
サ

サ
の
草
原
と
い
う
も
の
は
人
の
手
が
加
わ

ら
な
け
れ
ば
発
生
し
な
い
。
茅か

や

葺ぶ

き
屋
根

の
材
料
と
な
る
ス
ス
キ
の
採
草
地
や
シ
バ

の
放
牧
地
が
ま
ず
作
ら
れ
た
あ
と
、
十
分

に
管
理
さ
れ
な
く
な
る
う
ち
に
ネ
ザ
サ
が

優
占
化
し
て
、
ス
ス
キ
と
ネ
ザ
サ
が
混
在

す
る
草
原
に
変
化
、
そ
れ
ら
の
隙
間
を
縫

う
よ
う
に
し
て
カ
ワ
ラ
ナ
デ
シ
コ
や
オ
ミ

ナ
エ
シ
な
ど
の
控
え
め
な
草
花
が
咲
く
─

そ
ん
な
荒
涼
た
る
風
景
だ
っ
た
と
推
測
さ

れ
る
。

　

猪
名
野
笹
原
を
再
現
し
よ
う
と
い
う
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
服
部
名
誉
教
授
が
全
国

的
に
有
名
な
猪
名
野
笹
原
を
伊
丹
の
シ

ン
ボ
ル
に
で
き
な
い
か
、
と
平
成
22
年

（
２
０
１
０
）、「
伊
丹
市
み
ど
り
の
基
本

計
画
」
の
審
議
会
で
提
案
し
た
の
を
き
っ

か
け
に
始
ま
っ
た
。

　

活
動
場
所
は
瑞
ケ
池
公
園
（
瑞
ケ
丘
５

丁
目
）
内
の
猪
名
野
笹
原
モ
デ
ル
園
。
市

み
ど
り
自
然
課
が
開
催
し
た
「
伊
丹
生
き

も
の
マ
イ
ス
タ
ー
講
座
」
の
受
講
生
と
昨

年
度
の
修
了
生
有
志
計
約
30
人
が
服
部
名

誉
教
授
の
指
導
の
も
と
、
ス
ス
キ
や
ネ
ザ

サ
、
秋
の
七な
な
く
さ種
な
ど
の
苗
を
敷
地
の
半
分

に
植
栽
し
た
。
来
年
３
月
に
残
り
の
半
分

に
も
植
栽
さ
れ
、
こ
の
猪
名
野
笹
原
越
し

に
有
馬
山
（
＝
六
甲
山
系
）
を
望
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

モ
デ
ル
園
完
成
後
も
維
持
管
理
作
業
は

必
要
で
、
現
在
は
み
ど
り
自
然
課
職
員
と

「
伊
丹
生
き
も
の
マ
イ
ス
タ
ー
講
座
」
修
了

生
有
志
で
水
や
り
、
雑
草
抜
き
取
り
な
ど

の
日
常
管
理
や
勉
強
会
を
行
っ
て
い
る
。

　

服
部
名
誉
教
授
は
「
瑞
ケ
池
公
園
の
モ

デ
ル
園
は
来
年
３
月
で
い
っ
た
ん
完
成
す

る
が
、
市
内
の
い
ろ
ん
な
場
所
で
そ
れ
ぞ

れ
の
猪
名
野
笹
原
を
み
ん
な
に
作
っ
て
ほ

し
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
子

ど
も
た
ち
が
環
境
や
古
典
文
学
に
興
味
を

持
っ
て
伊
丹
を
誇
り
に
思
っ
て
く
れ
た
ら

う
れ
し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　

古
代
人
が
こ
ぞ
っ
て
歌
に
詠
ん
だ
感
動

的
な
風
景
が
よ
み
が
え
る
─
。
来
春
の
完

成
が
待
た
れ
る
。

◇　
　
　
　

◇

　

市
で
は
「
平
成
28
年
度
伊
丹
生
き
も
の

マ
イ
ス
タ
ー
講
座
」
を
開
講
中
。
講
義
や

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
本
市
の

希
少
な
動
植
物
や
「
猪
名
野
笹
原
モ
デ
ル

園
」
の
取
り
組
み
な
ど
を
学
ぶ
。
全
15
講

座
中
10
講
座
を
受
講
し
た
人
を
「
伊
丹
生

き
も
の
マ
イ
ス
タ
ー
」
修
了
生
と
認
定
。

詳
細
は
市
み
ど
り
自
然
課
（
☎
072
・
780
・

３
５
２
１
）
へ
。

う
か
」
と
手
紙
を
よ
こ
し
て
き
た
の
を
受

け
、
返
答
し
た
歌
だ
。

　

こ
の
歌
を
市
内
在
住
の
作
家
、
田
辺
聖

子
さ
ん
は
、
市
広
報
誌
「
Ｎ
Ｅ
Ｗ
あ
ん
ぐ

る
」
第
５
号
（
昭
和
61
年
発
行
）
で
ユ
ー

モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
解
説
し
て
い
る
。

　
「
あ
た
し
が
あ
な
た
を
忘
れ
る
で
す
っ

て
？
そ
ん
な
こ
と
、
あ
り
ま
せ
ん
よ
の
有

あ
り
ま
山　

ゐ
な
の
笹
原　

風
吹
け
ば

い
で
そ
よ
人
を　

忘
れ
や
は
す
る

　

百
人
一
首
で
お
な
じ
み
の
こ
の
歌
は
、

紫
式
部
の
一
人
娘
で
あ
る
大だ
い
に
の
さ
ん
み

弐
三
位
が
、

し
ば
ら
く
会
い
に
来
な
く
な
っ
た
恋
人
が

間
の
悪
さ
を
ご
ま
か
す
よ
う
に
「
君
は
も

う
僕
の
こ
と
を
忘
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
だ
ろ

　
百
人
一
首
の
和
歌
に
も
詠
ま
れ
名
高
い
「
猪
名
野
笹
原
」
は
、
当
時
の
伊
丹
市
域
な
ど

に
広
が
っ
て
い
た
、
サ
サ
を
中
心
に
し
た
広
大
な
草
原
。
そ
の
雄
大
な
風
景
を
現
代
に
再

現
し
よ
う
と
い
う
夢
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
伊
丹
で
始
動
し
て
い
る
。
市
民
ら
が
モ
デ
ル
園

の
植
栽
な
ど
の
管
理
作
業
を
手
が
け
、
来
年
３
月
の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　

紀
行
文
「
お
く
の
細
道
」
や
「
古
池
や
」
な
ど
の

句
で
名
高
い
日
本
を
代
表
す
る
俳
人
芭
蕉
と
、
イ
ギ

リ
ス
を
代
表
す
る
詩
人
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ワ
ー
ズ
ワ
ス

の
直
筆
資
料
を
集
め
た
展
覧
会
「
歩
く
詩
人　

ワ
ー

ズ
ワ
ス
と
芭
蕉
」
が
９
月
17
日
か
ら
柿
衞
文
庫
で
開

催
さ
れ
る
。

　

芭
蕉
（
１
６
４
４
～
１
６
９
４
）
と
ワ
ー
ズ
ワ
ス

（
１
７
７
０
～
１
８
５
０
）
は
、
生
き
た
時
代
や
地

域
は
異
な
る
も
の
の
、「
自
然
」「
旅
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
偉
大
な
作
家
だ
。

　

ワ
ー
ズ
ワ
ス
の
作
品
や
住
居
を
所
蔵
・
管
理
す

る
ワ
ー
ズ
ワ
ス
・
ト
ラ
ス
ト
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

北
部
に
あ
る
ワ
ー
ズ
ワ
ス
博
物
館
で
、
平
成
26
年

（
２
０
１
４
）
に
「W

O
R
D

SW
O

R
T

H
 

A
N

D
 B

A
SH

Ō

：W
A

L
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G

 

P
O

E
T

S

」
と
題
す
る
ワ
ー
ズ
ワ
ス
と

芭
蕉
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
展
を
開
催
し

て
い
る
。
同
文
庫
に
も
出
展
依
頼
が
あ
っ

た
が
、
展
示
期
間
や
展
示
環
境
へ
の
不
安

か
ら
、
所
蔵
の
芭
蕉
直
筆
作
品
で
は
な
く

レ
プ
リ
カ
や
写
真
パ
ネ
ル
で
の
出
展
に
と

ど
め
た
。

　

し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
側
か
ら
「
我
々
は

直
筆
原
稿
に
は
そ
の
作
品
を
生
み
出
す
と

き
の
作
者
の
心
の
有
り
様
が
表
れ
て
い
る

と
考
え
、
直
筆
の
魅
力
や
影
響
力
を
重
視

し
て
い
る
の
で
、
や
は
り
両
者
の
直
筆
作

品
を
並
べ
て
展
示
し
た
い
。
ワ
ー
ズ
ワ
ス

の
作
品
を
持
参
す
る
の
で
、
ぜ
ひ
柿
衞
文

庫
で
展
覧
会
を
開
催
し
て
ほ
し
い
」
と
熱

心
な
要
請
が
あ
り
、
会
場
調
査
の
た
め
ス

タ
ッ
フ
が
同
文
庫
を
訪
ね
て
き
た
。

　

そ
し
て
平
成
27
年
２
月
、
正
式
に
展
覧

会
開
催
の
依
頼
を
受
け
、
今
秋
の
開
催
が

決
定
し
た
。
ワ
ー
ズ
ワ
ス
博
物
館
の
海
外

出
展
は
非
常
に
珍
し
く
、
も
ち
ろ
ん
日
本

で
は
初
め
て
の
こ
と
だ
。

　

イ
ギ
リ
ス
側
は
、
な
ぜ
日
本
の
芭
蕉
に

注
目
し
た
の
か
。

　

芭
蕉
は
「
お
く
の
細
道
」「
笈お
い

の
小
文
」

な
ど
旅
を
し
な
が
ら
歩
い
て
作
品
を
構
想

す
る
こ
と
で
有
名
で
あ
り
、
ま
た
自
然
を

題
材
に
し
て
い
た
。ワ
ー
ズ
ワ
ス
も
ま
た
、

湖
水
地
方
を
歩
き
回
り
な
が
ら
自
然
の
美

し
さ
を
作
品
に
表
し
た
詩
人
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
ワ
ー
ズ
ワ
ス
の
詩
に
よ
く
見
ら
れ

る
、
自
分
が
自
然
の
中
に
一
体
と
な
っ
て

忘
我
の
瞬
間
を
感
じ
る
と
い
う
描
写
は
、

自
己
忘
却
を
目
的
と
す
る
禅
に
傾
倒
し
て

い
た
芭
蕉
と
重
な
る
と
み
て
、
そ
こ
に
強

い
繋
が
り
が
あ
る
と
感
じ
た
よ
う
だ
。

　

特
別
展
で
は
、
２
人
の
直
筆
の
書
簡
や

原
稿
な
ど
12
点
と
と
も
に
、
２
人
の
作
品

や
生
き
方
な
ど
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
受
け
て
創
作
さ
れ
た
日
英
の
現
代
芸
術

家
に
よ
る
絵
画
、
オ
ブ
ジ
ェ
、
詩
、
楽
曲

な
ど
多
彩
な
作
品
も
展
示
さ
れ
る
。

　

ワ
ー
ズ
ワ
ス
・
ト
ラ
ス
ト
の
マ
イ
ケ
ル
・

マ
ク
グ
レ
ゴ
ー
館
長
は
、
開
催
に
あ
た
っ

て「
国
際
的
に
も
貴
重
な
手
書
き
原
稿
を
、

日
英
現
代
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
と
と
も

に
味
わ
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
今
回
の
企

画
の
目
的
を
熱
心
に
支
持
し
、
大
い
に
協

力
し
て
世
界
に
広
め
よ
う
と
し
て
く
だ
さ

る
こ
と
に
謝
意
を
表
し
ま
す
」
と
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
寄
せ
て
い
る
。

　

11
月
３
日
ま
で
（
月
曜
休
館
）。
一
般

700
円
、
大
・
高
校
生
450
円
、
中
・
小
学
生

350
円
。

日英大詩人の魅力探る

「摂津名所図会」に掲載された「猪名野笹原」の説明板
＝東リ株式会社正門付近（東有岡 5 丁目）

瑞ケ池公園「猪名野笹原」
完成イメージ図

よ
み
が
え
れ
「
猪
名
野
笹
原
」

古
代
の
名
勝
再
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動

モ
デ
ル
園
を
整
備
す
る
人
た
ち
＝
瑞
ケ
池
公
園
で

青年時代のワーズワス
＝彌生書房「ワーズワ
ス詩集」（1966年発行）

許六筆芭蕉行脚像
（柿衞文庫蔵）

９月17日から柿衞文庫で「歩
walk i ng  p o e t s

く詩人　ワーズワスと芭蕉」展
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復 刊

　

日
本
建
築
の
粋
を
集
め
た

市
公
館
「
鴻こ
う

臚ろ

館か
ん

」（
緑
ケ
丘

公
園
内
）
で
今
年
11
月
、
初

め
て
菊
を
展
示
す
る
。
最
終

日
に
は
呈
茶
も
行
わ
れ
、
日
本
情
緒
た
っ

ぷ
り
の
ひ
と
と
き
が
味
わ
え
そ
う
だ
。

　

鴻
臚
館
は
昭
和
59
年
（
１
９
８
４
）、

当
時
の
矢
埜
與
一
市
長
の
下
、
日
本
建
築

の
伝
統
・
技
術
の
保
存
、
継
承
と
合
わ
せ
、

市
民
文
化
の
高
揚
や
国
際
交
流
に
も
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
市
内
在
住
の
大

工
の
棟
梁
や
左
官
、
建
具
師
な
ど
の
「
伊

丹
の
名
工
」
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
。

　

木
造
平
屋
建
て
176
平
方
㍍
の
入
母
屋
造

り
数
奇
屋
風
建
物
。
12
畳
の
広
間
や
８
畳

の
次
の
間
、「
梅
里
庵
」
と
名
づ
け
ら
れ

た
茶
室
、
玄
関
右
手
に
は
立
礼
席
な
ど
が

配
さ
れ
、
水
琴
窟
や
美
し
い
庭
園
も
楽
し

め
る
。

　

毎
週
火
・
木
・
土
・
日
曜
（
６
月
１
日

～
８
月
31
日
は
毎
週
土
・
日
曜
）
の
午
前

10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
３
時
に
無
料

開
放
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
春
と
秋
に
は
呈

茶
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　

今
秋
は
初
め
て
の
企
画
と
し
て
、
11
月

３
日
～
６
日
（
４
日
休
館
）
に
10
鉢
程
度

の
菊
を
展
示
。
最
終
日
の
６
日
に
呈
茶
を

行
う
こ
と
に
し
て
い
る
。見
学
無
料
だ
が
、

呈
茶
は
１
席
500
円
。

　

問
い
合
わ
せ
は
市
秘
書
課
☎
072
・
784
・

８
０
０
９
へ
。◇　

　
　

◇

　
「
鴻
臚
館
」
と
は
、
渡
っ
て
き
た
鳳

お
お
と
りが

翼
を
休
め
る
館
と
い
う
意
味
で
、
平
安
初

期
に
京
都
や
大だ

宰ざ
い

府ふ

な
ど
に
設
け
ら
れ
た

外
国
の
賓
客
接
待
施
設
に
ち
な
ん
で
名
づ

け
ら
れ
た
。

　

四
畳
半
の
茶
室
（
梅
里
庵
）
は
、
壁
土

に
混
ぜ
た
鉄
粉
に
よ
り
で
き
た
錆
が
、
渋

い
雰
囲
気
を
作
り
出
し
て
い
る
。
床と
こ

框か
ま
ちに

は
三
田
産
の
天
然
赤
松4

、
床
柱
に
は
宮
崎

県
の
孟
宗
竹
林
で
発
見
さ
れ
た
根
付
亀
甲

煤す
す

竹4

、
そ
し
て
落お
と
し
か
け掛に
は
和
歌
山
産
の
梅4

木
を
使
用
し
「
松
竹
梅
」
を
施
す
な
ど
こ

だ
わ
り
が
見
ら
れ
る
。

　

玄
関
右
手
に
は
、
椅
子
式
茶
室
の
立

り
ゅ
う
れ
い礼

席
（
主
客
と
も
腰
を
か
け
て
茶
を
点
て
、

喫
す
る
茶
式
）
が
あ
り
、春
秋
に
呈
茶
（
有

料
）
も
催
さ
れ
る
。
椅
子
式
の
応
接
や
待

合
と
し
て
も
使
用
で
き
る
一
角
と
な
っ
て

い
る
。

　

庭
園
で
は
サ
ク
ラ
、
マ
ツ
、
カ
エ
デ
な

ど
の
樹
木
が
四
季
の
移
ろ
い
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
る
。
緑
ケ
丘
公
園
の
自
然
と
も
調

和
し
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
だ
。

　

ま
た
、
庭
園
に
は
水
琴
窟
が
あ
る
。
地

中
に
埋
め
た
水
が
め
に
滴し
ず
くが
落
ち
る
と
き

に
反
響
し
て
聞
こ
え
る
音
色
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
。

コ
マ
漫
画
担
当
、
林
や
よ
い
さ
ん
制
作
の

「
い
た
み
ロ
マ
ン
ち
ゃ
ん
」
を
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
採
用
し
、
15
団
体
か
ら

な
る
実
行
委
員
会
に
よ
り
啓
発
事
業
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。

荒
木
村
重
な
ど
時
機
見
て
テ
ー
マ
設
定

　

ロ
マ
ン
事
業
は
、
毎
年
テ
ー
マ
を
変
え

て
実
施
し
て
い
る
。
平
成
26
年
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
河
ド
ラ
マ
「
軍
師
官
兵
衛
」
の
放
送
に

合
わ
せ
、有
岡
城
主
・
荒
木
村
重
に
ス
ポ
ッ

ト
ラ
イ
ト
を
当
て
た
。県
指
定
文
化
財「
昆

陽
寺
観
音
堂
」（
寺
本
２
）
で
の
歴
史
講

演
会
や
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る
「
む
ぎ

わ
ら
音
頭
」
と
「
摂
津
音
頭
」
を
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
披
露
す
る
な
ど
、

伊
丹
の
文
化
財
を
活
か
し
た
事
業
を
展
開

し
た
。

　

市
教
委
社
会
教
育
課
の
中な
か

畔ぐ
ろ

明
日
香
課

長
（
44
）
は
「
今
ま
で
は
各
団
体
が
独
立

し
た
活
動
し
て
い
た
が
、
ロ
マ
ン
事
業
を

き
っ
か
け
に
横
の
つ
な
が
り
が
で
き
た
。

期
間
後
も
各
団
体
が
連
携
す
る
こ
と
で
、

相
乗
効
果
が
生
ま
れ

て
き
て
い
る
。
歴
史
・

文
化
に
触
れ
郷
土
へ

の
愛
着
を
育
む
機
会

に
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

＊　
　

＊

　

今
年
の
テ
ー
マ
は

「
伊
丹
・
神
津
地
域

の
歴
史
」
と
し
、
10

月
29
日
（
土
）
午
前

化
財
啓
発
事
業
「
伊
丹
ロ
マ
ン
事
業
」
が

今
年
、
10
年
目
の
節
目
を
迎
え
る
。

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
採
用

　

伊
丹
市
内
に
は
、
有
岡
城
跡
や
旧
岡
田

家
住
宅
な
ど
国
指
定
９
件
、
昆
陽
寺
山
門

や
旧
石
橋
家
住
宅
な
ど
県
指
定
14
件
、
辻

の
碑
や
芭
蕉
筆
「
ふ
る
池
や
」
句
短
冊
な

ど
市
指
定
32
件
、
合
計
55
件
の
貴
重
な
文

化
財
が
存
在
す
る
。

　

こ
れ
ら
を
保
護
し
活
用
し
よ
う
と
い
う

市
民
団
体
も
、
市
文
化
財
保
存
協
会
を
は

じ
め
と
し
て
多
数
あ
り
、
市
教
育
委
員
会

は
平
成
19
年
（
２
０
０
７
）、
各
団
体
の

連
携
強
化
な
ど
を
目
的
に
、
文
化
財
保
護

強
調
月
間
を
「
伊
丹
ロ
マ
ン
事
業
」
と
命

名
、
市
民
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
、
本
紙
４

　
「
文
化
財
保
護
強
調
週
間
」（
毎
年
11
月

１
日
～
７
日
）
に
合
わ
せ
た
伊
丹
市
の
文

10
時
に
有
岡
城
跡
史
跡
公
園
（
Ｊ
Ｒ
伊
丹

駅
西
側
）で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
。

そ
の
後
、
11
月
26
日
（
土
）
ま
で
の
約
１

カ
月
間
、
市
内
各
地
の
文
化
財
な
ど
で
多

彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
。

　

こ
と
ば
蔵
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
百

科
事
典
「
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
」
を
編
集
し
、

伊
丹
の
歴
史
・
文
化
を
全
世
界
に
発
信
す

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア

タ
ウ
ン
ｉ
ｎ
伊
丹
」
を
11
月
27
日
（
日
）

に
開
催
す
る
。
参
加
費
無
料
。
希
望
者
は

当
日
直
接
こ
と
ば
蔵
１
階
交
流
フ
ロ
ア

へ
。

　

こ
と
ば
蔵
は
、
第
４
回

「
日
本
一
短
い
自
分
史
」

の
テ
ー
マ
を
「
一
発
逆
転

の
大
チ
ャ
ン
ス
」
と
決
め

ま
し
た
。
応
募
作
品
の
中

か
ら
大
賞
１
作
品
、
秀
作

３
作
品
を
選
定
、
大
賞
作

品
に
つ
い
て
は
本
紙
復
刊

第
15
号
に
全
文
掲
載
し
ま

す
。

　

応
募
は
、
作
品
（
800
字

以
内
）
に
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
を

記
載
し
、
来
年
１
月
８

日
ま
で
に
直
接
か
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー

ル
で
こ
と
ば
蔵
へ
。

菊
を
愛
で
な
が
ら
呈
茶
を

　
「
伊
丹
」
の
地
名
は
、
文
献
上
い
つ
ご

ろ
か
ら
現
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
伊
丹
市
史
」
や
「
新
・
伊
丹
史

話
」
に
よ
る
と
、「
伊
丹
」
の
初
見
は
、

多
田
神
社
文
書
に
み
え
る
嘉
元
元
年

（
１
３
０
３
）
の
伊
丹
村
で
あ
る
。

　

続
い
て
嘉
元
２
年
に
勝
尾
寺
文
書
の
伊

丹
村
、
そ
し
て
延
慶
２
年
（
１
３
０
９
）

に
伊
丹
四
郎
左
衛
門
入
道
（
六
波
羅
裁
許

状
）
を
名
乗
る
武
士
が
登
場
す
る
。
い
ず

れ
も
鎌
倉
時
代
だ
。
し
か
し
音
の
「
イ
タ

ミ
」
で
見
る
と
、
平
安
末
期
の
治
承
４
年

（
１
１
８
０
）
の
「
伊
多
美
」
武
者
所
（
山

槐
記　

公
家
の
日
記
）
が
古
い
。
こ
の
年

は
平
清
盛
が
政
権
を
握
り
、
伊
丹
に
と
っ

て
も
昆
陽
野
遷
都
の
話
が
検
討
さ
れ
た
注

目
す
べ
き
年
で
あ
っ
た
。
最
終
的
に
は
こ

の
案
は
消
え
、
そ
の
後
、
福
原
（
神
戸
）

遷
都
が
断
行
さ
れ
た
。
そ
ん
な
年
に
「
伊

多
美
」
武
者
が
記
録
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
京
都
・
空
也
堂
の
叩
た
た
き

鐘が
ね

の
銘

文
（
942
年
・
956
年
の
二
説
有
り
）
に
、「
伊

丹
」
の
鋳い

物も

師じ

村
（
現
北
村
の
一
部
）
住

人
が
鋳
造
に
関
わ
っ
た
（
擁
書
漫
筆
江
戸

後
期
随
筆
集
）
と
出
て
く
る
が
、空
也
（
空

也
念
仏
の
祖
）の
記
録
と
の
差
異
が
あ
り
、

こ
れ
は
偽
書
で
は
と
の
説
が
強
い
。
ま
た

中
世
に
「
板
見
」
兵
庫
な
ど
の
武
士
名
が

あ
る
が
、
こ
れ
も
宛
て
字
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
の
資
料
か
ら
類
推
す
る
と
「
イ
タ

ミ
」
は
最
初
の
「
伊
多
美
」
が
「
伊
丹
」

に
変
わ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
し
か

し
こ
れ
は
宛
て
字
で
、
元
々
は
「
伊
丹
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
と
す
る
の
が
有
力
で
あ

る
。
お
そ
ら
く
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
初
期

に
か
け
て
、
摂
津
の
「
伊
丹
」
は
次
第
に

定
着
し
、
武
士
を
中
心
に
全
国
に
広
が
っ

て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
摂
津
以
外
の
武
士
団
に
伊
丹
氏

の
登
場
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
詳
細
も
今
後

研
究
課
題
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
摂
津
伊
丹

以
外
に
も
全
国
に
は
伊
丹
の
地
名
が
存
在

す
る
。

　

茨
城
県
の
つ
く
ば
み
ら
い
市
に
大
字
伊

丹
、
福
島
県
飯
館
村
に
伊
丹
沢
が
あ
る
。

な
ぜ
そ
こ
に
も
伊
丹
の
地
名
が
あ
る
の
だ

ろ
う
か
。
世
界
で
は
中
国
吉
林
省
（
旧
満

州
）に
伊
丹
村
が
あ
る
。そ
し
て
全
国
津
々

浦
々
の
伊
丹
さ
ん
。
こ
れ
ら
の
謎
は
解
け

て
い
な
い
。

　
「
イ
タ
ミ
」
の
元
々
の
意
味
は
何
か
ら

き
た
の
か
。「
丹
」
を
何
故
「
タ
ミ
」
と

呼
ぶ
の
か
。
悩
ま
し
い
研
究
が
続
く
。

（
郷
土
史
研
究
家
　
森
本
啓
一
）

郷
土
史

  

こ
ぼ
れ
話

13

東日本や中国にも

「伊丹」の地名

緑の中にたたずむ鴻臚館

呈茶を楽しむ家族＝立礼席で

日
本
建
築
の
粋
を
集
め
た
鴻
臚
館
で
初
の
菊
展
示

伊
丹
村
初
見
の
文
字
（
川
西
市 

多
田
神
社
文
書
）

郷
土
愛
育
む
機
会
に

「
伊
丹
ロ
マ
ン
事
業
」
10
年
目

～
今
年
は
10
月
29
日
か
ら
「
神
津
」
テ
ー
マ
に

むぎわら音頭を披露する子どもたち

テーマは「一発逆転の大チャンス」
第 4回「日本一短い自分史」作品募集

駐
車
場
な
し
。
市
バ
ス
瑞
穂
小
学
校
前
ま
た
は

体
育
館
・
市
民
プ
ー
ル
前
下
車
徒
歩
数
分
。
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た
ま
に
は
大
き
な
風
呂
に
入

り
た
い
、と
思
っ
た
と
き
に
は
、

ま
ち
の
銭
湯
が
便
利
だ
。
近
く

に
あ
る
し
料
金
も
手
ご
ろ
。
サ

ウ
ナ
や
打
た
せ
湯
、
電
気
風
呂

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス

が
あ
る
う
え
、
風
呂
上
が
り
に

は
「
腰
に
手
を
当
て
コ
ー
ヒ
ー

牛
乳
」と
い
う
楽
し
み
も
あ
る
。

　

た
だ
近
年
、
銭
湯
は
め
っ
き

り
減
っ
て
い
る
。
伊
丹
市
内
に
は
昭
和
45

年（
１
９
７
０
）の
最
盛
期
に
は
26
軒
あ
っ

た
が
、
今
や
３
軒
し
か
な
い
（
兵
庫
県
公

衆
浴
場
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
加
盟
店
）。

　

そ
の
う
ち
の
１
軒
「
力
湯
」
は
、
Ｊ
Ｒ

伊
丹
駅
近
く
で
営
業
し
て
い
る
。
鉄
筋
の

ビ
ル
の
中
に
あ
り
、
地
下
に
車
が
12
台
止

め
ら
れ
る
駐
車
場
と
駐
輪
場（
利
用
無
料
）

を
備
え
て
い
る
。
浴
室
の
壁
に
は
金
魚
の

水
槽
が
あ
り
、
お
し
ゃ
れ
だ
。 

　

三
重
県
生
ま
れ
。
両
親
が

ろ
う
者
だ
っ
た
た
め
手
話
が

で
き
た
。
昭
和
57
年
に
伊
丹

病
院
に
看
護
師
と
し
て
就
職
、

耳
の
不
自
由
な
患
者
に
は
、

可
能
な
限
り
手
話
通
訳
を
買
っ
て

出
た
が
、
す
べ
て
の
患
者
に
対
応

で
き
る
わ
け
は
な
い
。

　
「
通
訳
者
が
い
な
け
れ
ば
、
命

に
関
わ
る
こ
と
が
起
こ
り
得
る
。

何
か
い
い
方
法
は
な
い
か
」
と
模

索
す
る
な
か
、「
私
も
手
話
を
覚

え
た
い
」
と
周
り
の
看
護
師
か
ら

声
が
上
が
っ
た
こ
と
が
「
た
ん
ぽ

ぽ
」
の
設
立
に
つ
な
が
っ
た
。

　

サ
ー
ク
ル

の
活
動
が
院

内
で
認
め
ら

れ
、
直
接
採

用
の
手
話
通

訳
士
も
配

置
さ
れ
る
な

ど
、
ろ
う
者

か
ら
は
「
市

立
伊
丹
病
院

に
は
手
話
通

訳
者
が
い
る

の
で
心
強

い
」
と
い
う

声
が
聞
か
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

江
木
さ
ん
は
、
そ
の
他
に
も
伊
丹
病
院

で
「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

花

と
み
ど
り
友
の
会
」
や
絵
画
な
ど
を
外
来

に
展
示
す
る
「
ロ
ビ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

ハ
イ
ジ
ア
」
の
設
立
に
加
わ
っ
た
。
定
年

退
職
後
は
、
地
域
に
も
活
動
の
場
を
広

げ
、
高
齢
者
や
地
域
住
民
が
集
う
「
健
康

カ
フ
ェ
サ
ロ
ン
」を
立
ち
上
げ
た
。
ま
た
、

看
護
部
長
時
代
の
経
験
を
買
わ
れ
、
兵
庫

県
看
護
協
会
や
伊
丹
市
の
福
祉
関
連
部
門

の
委
員
を
務
め
る
な
ど
多
忙
な
日
々
だ
。

　
「
今
後
も
、
手
話
や
ろ
う
者
に
対
す
る

医
療
者
の
理
解
が
さ
ら
に
深
ま
る
よ
う
、

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
。
皆
さ
ん
も
、

ほ
ん
の
少
し
の
勇
気
を
も
っ
て
笑
顔
や
簡

単
な
筆
談
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。心
が
通
じ
る
と
、

自
然
と
見
え
て
く
る
も
の
が
あ
る
と
思
い

ま
す
」。

　

若
々
し
い
笑
顔
で
話
す
江
木
さ
ん
の
目

は
、
地
域
の
中
で
医
療
者
と
し
て
で
き
る

こ
と
を
見
つ
め
続
け
る
。

（
丸
晴
子
）

　

市
立
伊
丹
病
院
の
職
員
や
地
域
の
聴
覚

障
が
い
者
（
ろ
う
者
）
ら
に
よ
る
手
話

サ
ー
ク
ル
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
を
昭
和
60
年

（
１
９
８
５
）
に
設
立
、
今
も
会
長
を
務

め
る
。

　

こ
の
銭
湯
は
、昭
和
６
年
（
１
９
３
１
）

創
業
だ
が
、
昭
和
36
年
に
経
営
難
が
深
刻

化
、
当
時
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
だ
っ
た
内
藤
博

茂
さ
ん
（
86
）
が
買
い
取
っ
た
。
当
時
は

木
造
で
今
の
半
分
し
か
敷
地
が
な
か
っ
た

が
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
大
き
な
被
害

を
受
け
た
こ
と
か
ら
、建
て
替
え
を
決
意
、

今
の
ビ
ル
形
式
の
浴
場
と
な
っ
た
。

　

金
魚
の
水
槽
が
生
ま
れ
た
い
き
さ
つ
が

お
も
し
ろ
い
。
消
防
法
で
は
地
下
駐
車
場

を
作
る
と
き
は
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
設

置
の
義
務
が
あ
り
、
水
槽
を
作
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
ス
ペ
ー
ス
が

な
い
。
そ
こ
で
浴
槽
の
壁
に
設
置
し
、
ど

う
せ
な
ら
と
金
魚
を
入
れ
る
こ
と
に
し
た

と
い
う
。
し
か
し
後
で
10
台
未
満
な
ら
、

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
設
置
義
務
は
な
い
と

わ
か
り
、
10
台
ま
で
に
し
て
お
け
ば
と
悔

や
ん
だ
が
、
結
局
こ
の
銭
湯
の
名
物
と

な
っ
た
。

　

一
日
の
入
浴
者
数
は
100
人
を
下
回
り
、

経
営
は
赤
字
だ
そ
う
だ
。
そ
れ
で
も
経
営

が
成
り
立
つ
カ
ギ
が
、
同
じ
ビ
ル
内
の
銭

湯
の
横
に
あ
る
三
和
合
成
化
学
株
式
会
社

の
存
在
。

　

内
藤
さ
ん

が
こ
の
銭
湯

を
買
い
取
っ

た
３
年
後
に

脱
サ
ラ
し
て
立
ち
上
げ
た
。
塩
ビ
に
入
れ

る
安
定
剤
な
ど
を
作
っ
て
い
る
。
銭
湯
が

つ
ぶ
れ
な
い
の
は
、
こ
の
会
社
の
収
益
の

お
か
げ
と
い
う
わ
け
だ
。

　

内
藤
さ
ん
は
３
年
前
に
社
長
職
を
息
子

に
譲
り
、
自
身
は
毎
日
、
銭
湯
で
働
い
て

い
る
。「
銭
湯
を
買
っ
て
経
営
者
に
な
っ

た
こ
と
で
、
脱
サ
ラ
・
起
業
の
自
信
が
つ

い
た
。
だ
か
ら
恩
返
し
の
つ
も
り
で
銭
湯

の
経
営
を
続
け
て
い
る
。
自
分
が
生
き
て

い
る
限
り
続
け
ま
す
よ
」と
話
し
て
い
る
。

　

こ
の
銭
湯
の
特
長
は
、
金
魚
だ
け
で
は

な
い
。湯
の
滅
菌
は
オ
ゾ
ン
で
し
て
お
り
、

湯
が
き
れ
い
。
塩
素
を
使
っ
て
い
な
い
の

で
、
肌
に
も
優
し
い
。
ま
た
露
天
風
呂
が

２
階
に
あ
り
、
薬
草
湯
と
な
っ
て
い
る
。

　

裏
手
に
回
る
と
ボ
イ
ラ
ー
が
、
所
狭
し

と
並
ん
で
い
る
。
燃
料
は
重
油
と
電
気
の

の
併
用
。
ま
た
攪か
く

拌は
ん

機き

を
備
え
、
客
が
残

し
た
石
け
ん
と
、
て
ん
ぷ
ら
油
の
廃
油
を

利
用
し
て
、
タ
オ
ル
な
ど
を
洗
う
石
け
ん

を
作
っ
て
い
る
。

　

銭
湯
は
、
住
民
に
と
っ
て
裸
の
付
き
合

い
が
で
き
る
、
大
事
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
。
何
と
か
生
き
残
っ
て
ほ
し

い
も
の
だ
。

（
細
尾
哲
也
）

力
　
湯

　

伊
丹
市
伊
丹
３
丁
目
２
―
２

　

☎
072
・
782
・
０
４
８
１

　

入
浴
料　

大
人
420
円
、
小
学
生
160
円

　
　
　
　
　

乳
幼
児
60
円

　

初
代
・
吉
岡
孝
夫
さ
ん
（
故
人
）
が
戦

地
か
ら
復
員
し
て
戦
前
勤
め
て
い
た
大
阪

の
薬
品
メ
ー
カ
ー
へ
戻
る
と
、
す
で
に

自
分
の
席
は
な
か
っ
た
。
薬
剤
師
免
許

を
持
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
一
念
発
起
、
知

人
を
頼
っ
て
資
金
を
集
め
た
う
え
、
薬
の

町
と
し
て
知
ら
れ
る
大
阪
・
道ど
し
ょ
う
ま
ち

修
町
の

薬
問
屋
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
昭
和
22
年

（
１
９
４
７
）
５
月
、
国
鉄
（
現
Ｊ
Ｒ
）

伊
丹
駅
付
近
で
薬
局
を
開
業
し
た
。

　

衛
生
状
態
が
悪
い
当
時
の
こ
と
、
回
虫

な
ど
の
寄
生
虫
に
悩
ま

さ
れ
る
人
が
多
く
、
駆
虫

薬
の
サ
ン
ト
ニ
ン
が
大

量
に
売
れ
た
。
ま
た
、
砂

糖
の
供
給
が
少
な
か
っ

た
た
め
、
サ
ッ
カ
リ
ン

や
ズ
ル
チ
ン
な
ど
現
在

で
は
食
品
に
使
用
さ
れ

な
い
よ
う
な
甘
味
料
も

よ
く
売
れ
た
。

　

し
か
し
、
当
時
の
国
鉄
は
列
車
が
１
時

間
に
１
本
程
度
し
か
運
行
さ
れ
ず
、
次
第

に
客
が
阪
急
へ
流
れ
て
行
っ
た
た
め
、
中

央
へ
と
移
転
し
た
。

　

２
代
目
・
孝
麿
さ
ん
（
72
）
は
京
都
薬

科
大
学
を
卒
業
、
日
本
一
漢
方
に
詳
し
い

と
さ
れ
る
医
師
・
山
本
巌
さ
ん
に
師
事
し
、

以
来
50
年
以
上
、
漢
方
薬
を
調
剤
・
販
売

し
て
い
る
。

　

平
成
11
年
（
１
９
９
９
）
に
は
市
街
地

再
開
発
事
業
で
整
備
さ
れ
た
宮
ノ
前
通
り

に
移
転
。
３
代
目
・
利
晃
さ
ん
も
加
わ
っ

て
、
漢
方
を
は
じ
め
健
康
保
険
の
調
剤
や

服
薬
指
導
、
訪
問
指
導
に
力
を
入
れ
て
い

る
。

　

利
晃
さ
ん
は
「
漢
方
薬
か
ら
健
康
保

険
に
関
わ
る
調
剤
業
務
ま
で
、
幅
広
く

対
応
で
き
る
薬
局
と
し
て
人
々
の
健
康

づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
る
。

（
辻
野
文
三
）

　

こ
と
ば
蔵
は
、
伊
丹
大
使
で
市
内
在
住

の
芥
川
賞
作
家
、宮
本
輝
さ
ん
の
小
説「
青

が
散
る
」
の
舞
台
、
追
手
門
学
院
大
（
大

阪
府
茨
木
市
）
で
、「
青
が
散
る
ツ
ア
ー
」

を
９
月
24
日
（
土
）
に
開
催
す
る
。

　

宮
本
さ
ん
は
今
年
創
立
50
周
年
を
迎
え

る
同
大
の
第
１
期
生
と
し
て
入
学
し
、
テ

ニ
ス
部
に
所
属
し
て
い
た
。「
青
が
散
る

ツ
ア
ー
」
で
は
ま
ず
、
午
後
１
時
か
ら
こ

と
ば
蔵
で
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
（
テ
ー
マ

「
輝
」）
を
開
催
。
宮
本
さ
ん
の
作
品
な
ど

に
つ
い
て
同
大
の
学
生
な
ど
が
書
評
合
戦

し
、
観
衆
の
投
票
で
チ
ャ
ン
プ
本
を
決
定

す
る
。
そ
の
後
、
同
大
学
に
電
車
と
バ
ス

で
移
動
し
、
小
説
に
登
場
す
る
舞
台
や
大

学
付
属
図
書
館
内
「
宮
本
輝
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」
に
展
示
さ
れ
て
い
る
芥
川
賞
正
賞
の

懐
中
時
計
を
は
じ
め
と
す
る
宮
本
さ
ん
の

愛
用
品
な
ど
を
見
学
す
る
。

　

い
ず
れ
も
参
加
費
無
料
（
交
通
費
別
）。

青
が
散
る
ツ
ア
ー
は
電
話
・
来
館
で
事
前

申
し
込
み
が
必
要
（
先
着
20
人
）。

宮 本 輝 さ ん の 世 界 を 体 験
「青が散るツアー」参加者募集

まだまだがんばる伊丹の銭湯♨

医療現場でろう者との 架け橋に

　市立伊丹病院手話サークル

  「たんぽぽ」会長

江木 洋子さん（62）

風　

景

現
代
人
物

吉　岡　薬　局
伊丹市宮ノ前１丁目4－17

☎072－772－3778

蔵出し

ニュース蔵出し

ニュース

「
銭
湯
続
け
る
の
は
恩
返
し
」

力湯の入口に立つ店主の内藤博茂さん

写真協力＝西田写真館

ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
を
務
め
る
追
大
生
た
ち
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伊 丹 市 立 図 書 館 　 こ と ば 蔵

復 刊

「
頭
」　
　

坪
内
稔
典　

選　
　

（
佛
教
大
学
・
京
都
教
育
大
学
名
誉
教
授
。

柿
衞
文
庫
也
雲
軒
塾
頭
）

最
優
秀
賞

　

少
年
の
頭
の
奥
に
積
乱
雲    衛藤　

夏
子
（
大
阪
府
枚
方
市
）

　

積
乱
雲
（
入
道
雲
）
を
見
上
げ
て
い
る
少
年
、
そ
の
少
年
の
頭
の
中
に
も
積

乱
雲
が
立
っ
て
い
る
光
景
。「
頭
の
中
で
白
い
夏
野
と
な
つ
て
ゐ
る
」（
高
屋

窓
秋
）
と
い
う
有
名
な
句
を
連
想
さ
せ
る
が
、
窓
秋
の
や
や
観
念
的
な
句
よ

り
も
、
こ
の
句
の
方
に
少
年
と
い
う
存
在
の
自
然
性
が
生
き
生
き
し
て
い
る
。

優

秀

賞

頭
か
ら
飛
び
出
す
さ
ま
の
心
太 
山
口　

正
夫 

（
伊
丹
市
）

野
球
帽
揃
っ
て
麦
茶
飲
む
木
陰 
松
井　

幸
子 

（
山
形
県
鶴
岡
市
）

夏
草
や
鹿
の
ま
白
き
頭
蓋
骨 

屋
部
き
よ
み 

（
伊
丹
市
）

頭
突
の
子
裸
の
父
は
仁
王
立
ち 

前
田　

春
蘭 

（
伊
丹
市
）

最
前
列
の
頭
上
に
降
り
来
大
花
火 

渡
邉　

美
保 

（
伊
丹
市
）

「
夏
野
菜
」　

尾
崎
ま
ゆ
み　

選　
　
　

（「
玲
瓏
」
選
者
。
神
戸
新
聞
文
芸
短
歌
選
者
。

現
代
歌
人
協
会
会
員
）

最
優
秀
賞

意
に
そ
わ
ぬ
姿
さ
ら
せ
ば
（
ま
っ
す
ぐ
な
胡
瓜
の
ご
と
く
）
褒
め
ら
れ
は
す
る

村
田　

馨
（
東
京
都
世
田
谷
区
）

　

（
ま
っ
す
ぐ
な
胡
瓜
）
の
存
在
感
、
目
の
前
に
迫
っ
て
く
る
そ
の
迫
力
。

ま
る
で
ま
っ
す
ぐ
な
胡
瓜
が
「
曲
が
っ
て
い
る
の
が
普
通
で
す
」
と
言
っ

て
い
る
よ
う
で
、胡
瓜
に
「
が
ん
ば
っ
て
る
ね
」
と
声
を
か
け
た
く
な
る
。

も
ち
ろ
ん
人
間
も
不
本
意
で
も
が
ん
ば
っ
て
ま
す
。

優

秀

賞

妻
の
夏
野
菜
ス
ー
プ
は
や
さ
し
く
て
営
業
職
の
苦
味
ほ
ど
け
る

 

藤
田　

晋
一 

（
宝
塚
市
）

瑞
瑞
し
き
息
あ
る
き
ゅ
う
り
を
吾
が
　

ぎ
て
命
頂
戴
仕
る
な
り

 

熊
ノ
郷
紀
子 

（
大
阪
府
豊
能
町
）

手
首
癒
へ
さ
く
さ
く
さ
く
と
嬉
し
さ
に
さ
く
さ
く
さ
く
と
胡
瓜
を
刻
む

 

松
田　

理 

（
尼
崎
市
）

花
と
し
て
咲
く
だ
け
な
ら
ば
ピ
ー
マ
ン
も
許
し
て
あ
げ
て
も
い
い
ん
だ
け
れ
ど

 

近
藤
き
つ
ね 

（
群
馬
県
高
崎
市
）

夏
野
菜
た
と
え
ば
ト
マ
ト
好
き
に
な
り
カ
レ
ー
に
入
れ
て
恋
お
わ
ら
せ
て

 

衛
藤　

夏
子 　
（
大
阪
府
枚
方
市
）

次回の兼題は、俳壇・歌壇ともに「虫」とします。応募は１人各１作品、自作未発表作品
に限る。応募締切は、 月 日（必着）。最優秀賞には図書券千円進呈。左のＱＲコード
を利用すると、ケータイからも応募できる。問い合わせは、ことば蔵へ。

伊
丹
俳
壇

伊
丹
俳
壇

伊
丹
歌
壇

伊
丹
歌
壇
れ
い
ろ
う

き
ゅ
う
り

い

も

と
こ
ろ
て
ん

▼
大
人
の
「
月
９
」

　

テ
レ
ビ
番
組
で
「
月
９
」（
月
曜
９
時
）

と
聞
く
と
、
若
い
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し

た
ド
ラ
マ
を
思
い
描
く
方
が
多
い
だ
ろ

う
。
伊
丹
大
使
の
有
村
架
純
さ
ん
も
主
役

を
張
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
我
々
大
人
（
酒
飲
み
の
オ
ッ

サ
ン
た
ち
？
）
に
と
っ
て
は
、
月
９
と
い

う
と
、別
の
楽
し
み
な
時
間
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
が
、
Ｂ
Ｓ
で
放
送
さ
れ
て
い
る
「
吉

田
類
の
酒
場
放
浪
記
」
だ
。

　

こ
の
吉
田
類
と
い
う
方
は
画
家
、
作
家

な
ど
肩
書
が
多
い
の
だ
が
、
メ
ー
ン
は

〝
酒
場
ラ
イ
タ
ー
〟。
こ
の
番
組
で
類
さ
ん

は
、
軽
く
ま
ち
の
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
た

あ
と
、
が
っ
つ
り
デ
ィ
ー
プ
な
居
酒
屋
へ

行
っ
て
、
お
客
さ
ま
と
乾
杯
、
そ
し
て
店

主
ら
と
会
話
し
な
が
ら
グ
イ
グ
イ
、
酒
と

ア
テ
を
楽
し
む
番
組
で
あ
る
。
よ
く
、
こ

ん
な
番
組
が
成
立
す
る
な
、
と
思
い
な
が

ら
観
て
い
る
が
、こ
れ
が
癖
に
な
る
の
だ
。

み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
一
度
ご
覧
い
た
だ
き

た
い
。
類
さ
ん
に
は
、
い
つ
か
伊
丹
に
来

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

▼
夏
酒
の
頒
布
会

　

い
き
つ
け
の
酒
屋
さ
ん
が
あ
る
。
そ
こ

は
、
日
本
酒
の
揃
え
が
良
い
し
、
近
い
か

ら
、ひ
い
き
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

店
主
は
、
酒
へ
の
思
い
入
れ
が
強
く
、
行

く
と
長
い
時
間
、
う
ん
ち
く
を
語
っ
て
く

だ
さ
る
（
笑
）。

　

そ
の
酒
屋
さ
ん
が
４
月
か
ら
９
月
の
半

年
間
、
毎
月
お
す
す
め
の
夏
酒
４
合
瓶
を

仕
入
れ
て
販
売
す
る
、
と
い
う
頒
布
会
を

行
っ
て
い
る
。
４
月
か
ら
予
約
し
て
６
本

買
え
ば
、
最
後
に
１
本
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ

る
ら
し
い
。今
年
は
拙
者
も
申
し
込
ん
だ
。

こ
の
公
論
が
出
る
こ
ろ
に
は
終
盤
だ
が
、

ホ
ン
ト
に
我
々
「
フ
カ
」
に
と
っ
て
は
、

あ
り
が
た
い
企
画
で
あ
る
。
感
謝
、
感
謝

で
も
う
一
杯
♪

追
伸　

今
回
の
イ
ラ
ス
ト
は
太
鼓
腹
好
き

の
拙
者
が
立
派
な
お
腹
の
居
酒
屋
店
長
と

ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
の
も
の
で
す
。

（
と
き
わ
喜
多
）

　

ま
ず
は
17
人
全
員
で
「
は
い

チ
ー
ズ
」
と
に
っ
こ
り
。
最
終

日
に
も
な
る
と
、
疲
れ
て
早
く

帰
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
よ
う

な
顔
が
多
い
。

　

百
貨
店
で
す
て
き
な
黄
色
い

靴
を
見
つ
け
た
の
で
衝
動
買

い
。
２
万
円
も
し
た
。
ち
ゃ
ん

と
合
わ
せ
た
の
に
、
あ
れ
れ
、

家
で
履は

い
て
み
る
と
足
が
大
き

く
な
っ
て
い
た
。
お
金
を
友
人

に
借
り
て
ま
で
買
っ
た
の
に
、

大
失
敗
の
黄
色
い
靴
だ
っ
た
。

　

九
龍
島
へ
渡
っ
て
波
に
触

れ
、
石
も
拾
っ
た
。
そ
の
石
は

今
で
も
引
き
出
し
に
し
ま
っ
て

あ
る
。

　

一
部
の
友
人
は
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
に
乗
り
、
電
飾
で
キ
ッ
ラ

キ
ッ
ラ
の
夜
の
香
港
へ
。
私
達

は
歌
謡
シ
ョ
ー
に
行
き
、
伊

丹
で
は
絶
対
に
で
き
な
い
、

無む
て
か
つ
り
ゅ
う

手
勝
流
の
ダ
ン
ス
。
み
ん
な

お
も
し
ろ
い
オ
モ
シ
ロ
イ
、
ダ

ン
ス
で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
思
い
出
し
た
。
日

本
か
ら
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ

ン
を
持
っ
て
い
っ
た
人
が
お

ら
れ
ま
し
た
が
、
現
地
の
料

理
が
合
わ
ず
食
べ
ら
れ
な
い
人

に
全
部
食
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た

（
笑
）。

　

帰
り
の
飛
行
機
は
悠
々
と
寝

て
お
り
ま
し
た
。

＊　
　
　

＊

　

私
は
俳
句
を
楽
し
ん
で
お

り
、
こ
の
ほ
ど
初
の
句
集
「
父

の
手
」（
象
の
森
出
版
）
を
出

版
し
ま
し
た
。

（
平
き
み
え
）

酔
後録

酔
後録

13杯目 

小
学
生
の
職
業
体
験
講
座
で
林
や
よ
い
さ
ん

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の

仕
事
を
紹
介

林やよい
伊丹市在住。毎日新聞兵庫版にイラ
ストエッセイ「くるまいすまいる」
を連載中。

みんなで踊った最終日
～中国・佛山市への旅（下）

　

本
紙
４
コ
マ
漫
画「
タ
ン
ジ
ョ
ー
先
生
」

を
担
当
す
る
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、
林
や

よ
い
さ
ん
に
よ
る
職
業
体
験
講
座
「
キ
ッ

ザ
蔵
『
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
』
が
８
月
７

日
、
こ
と
ば
蔵
で
開
か
れ
た
。

　

同
講
座
は
夏
休
み
の
思
い
出
作
り
に
し

て
も
ら
お
う
と
、
３
年
前
か
ら
パ
テ
ィ
シ

エ
や
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
い
っ
た
子
ど
も
た

ち
に
人
気
の
職
業
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
て

い
る
。
今
回
は
小
学
生
16
人
が
参
加
。
林

さ
ん
が
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
仕
事
に
つ

い
て
紹
介
し
た
後
、
み
ん
な
で
こ
と
ば
蔵

に
隠
れ
住
ん
で
い
る
本
の
お
化
け
を
テ
ー

マ
に
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
作
り
を
体
験
。

本
か
ら
脚
が
生
え
た
カ
ニ
の
よ
う
な
お
化

け
や
メ
ガ
ネ
を
か
け
た
辞
書
の
お
化
け
な

ど
の
個
性
豊
か
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
誕
生

し
た
＝
イ
ラ
ス
ト
。

　

講
座
に
参
加
し
た
市
立
花
里
小
学
校
４

年
の
服
部
裕
気
さ
ん
は
「
図
鑑
に
出
て
き

た
カ
ボ
チ
ャ
の
妖
怪
と
本
を
合
体
さ
せ
て

作
っ
た
。
お
化
け
を
想
像
し
な
が
ら
描
く

の
が
楽
し
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

キャラクター作りを教える
林やよいさん


